
朝日新聞社は「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」のメディアパートナーです。

公益財団法人  岩佐教育文化財団第5回「SDGs岩佐賞」は、
来月からエントリー開始！

応 募
期 間

応 募
方 法

「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」の特設ウェブサイトから
応募フォームに記入のうえ送信してください。

■お問い合わせ／「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」事務局　TEL:050-3623-0751（10:00～17:30）　Mail: jimukyoku@sdgs-iwasa-zaidan.com

4月12日　 ～5月13日金 月 特設ウェブサイト https://sdgs-iwasazaidan.com ● 大学生を対象とした奨学金給付活動　　● 高校生を対象とした奨学金給付活動　
● ナチュラル農業体験・環境教育活動　　● 「岩佐賞」授与活動　　● 災害支援活動

財団の主な活動

医療の部 福祉の部

賞金 200万円

女性の理工系進学を応援
NPO法人女子中高生
理工系キャリアパスプロジェクト
（代表者 植松崇之さん）
　ロールモデルの少ない女性の理工系進路
の魅力を知ってもらおうと、女子中高生を対
象にした合宿などを開催しています。これまで
のべ2000人超の生徒が参加しています。賞金 100万円

貧困の連鎖を断ち切る
認定NPO法人わたしと僕の夢
（代表者 佐藤有里子さん）

　ひとり親・困窮家庭への食事・生活支援の
ほか、オンラインを使った子どもの学習支援
や就労支援にも乗り出しています。要望を受
け、熊本県小国町に無料塾も開設しました。

学食拠点に地域知り、つながる
香川県立三本松高等学校
（代表者 入道和俊さん、山地紘生さん）

　高校の学食を拠点に、地産地消と食品ロス
の削減などに取り組んでいます。地域の人も
学食の利用や弁当の注文ができるようにして
おり、高齢者との交流も進んでいます。

賞金 100万円

賞金 100万円

必要な量だけ水揚げ、
漁師の働き方改革を実現
富永邦彦さん
（邦美丸代表）

　SNSなどを活用し、注
文を受けてから漁に出ま
す。操業時間は半分に、使
用燃料も30％減る一方、
売り上げは倍増しました。
環境に優しい漁業の新し
い働き方が見えてきます。賞金 100万円

廃棄されていた柿の皮から
化粧品を開発
株式会社陽と人
（代表者 小林味愛さん）

　福島の役に立ちたい
と、規格外の果物を県外
へ流通させる仕組みをつ
くりました。「あんぽ柿」
の製造過程で廃棄されて
いた柿の皮を使った化粧
品も開発しています。

山林に人の手、
自然も地域も元気に
NPO法人活エネルギーアカデミー
（代表者 山崎昌彦さん）

　市民が山に入って間伐
材を出荷し、家具メーカー
や燃料加工事業所が買い
取る物流ネットワークを構
築しました。協賛店で使え
る地域通貨もつくり、地域
経済を回しています。

賞金 100万円

賞金 100万円

水からはじまる自立支援、
エチオピアで女性の地位向上へ
認定NPO法人ホープ・インターナショナル開発機構
（代表者 ベア・ジェフリーさん）

　エチオピアで電力が要らな
い水供給設備を建設してい
ます。往復1～2時間の水くみ
から解放され余裕ができた
女性たちに小規模ビジネスの
立ち上げを促し、自立できる
よう支援を続けています。賞金 100万円

地域おこし協力隊と連携、
地方で100超の起業
一般社団法人Next Commons Lab
（代表者 高橋邦之さん）

　総務省の「地域おこし協力
隊」制度を活用し、地方での
起業を支援しています。全国
で100超の事業を立ち上げ、
地域外から来た起業家の影
響でにぎわいを取り戻す地域
も出てきました。

ミャンマー農村部へ
生活用品を配送
リンクルージョン株式会社
（代表者 黒柳英哲さん）

　ミャンマー農村部の個人
商店支援のため、物流セン
ターからの配送網をつくりま
した。現地の金融機関に業
務管理システムを提供し、零
細事業者への小口融資も後
押ししています。

賞金 100万円

電子タグとカタログ化で
里山再生
里山広葉樹活用研究会
（代表者 黒田慶子さん）

　里山の保全再生には資源の循環的な
利用が必要です。従来の流通ルートを
変え、ICT（情報通信技術）を使って伐
採前に森林所有者の収益を確保する仕
組みづくりに挑戦しています。

賞金 100万円

「地産地消」の
自然エネルギー推進
一般社団法人やちよ未来エネルギー
（代表者 高山敏朗さん）

　自然エネルギーの地産地消を目指
し、屋上や屋根を借りて自分たちで組み
立てた太陽光発電装置を設置したり、
楽しみながら学べるエコ教育をおこ
なったりしています。

賞金 100万円

指先のおしゃれで地球を守る
有本奈緒美さん
（Plumeria Nail代表、
海ごみネイルアーティスト）

　車椅子を使う障害者として暮らすなか
で、海洋ゴミのプラスチック片をネイル
チップ（つけ爪）のパーツに再利用する
事業を始めました。「おしゃれで地球を
守る」が合言葉です。

賞金 100万円

医療的ケア児と家族が
笑顔で暮らせる社会に
一般社団法人
スぺサポ
（代表者 鈴木啓吾さん）

　医療的ケア児と家族に向けて、ガイドブック
やコミュニティーサイトで支援情報の発信を続
け、安心して笑顔で暮らせる社会を目指して活
動しています。

賞金 100万円

11言語のウェブサイトで
子育てや医療の情報を外国人に提供
日本で暮らす外国にルーツを持つ子どもの
Early Childhood Development
推進研究会（代表者 森山ますみさん）

　日本で暮らす外国人に妊娠・出産や予防接
種などの情報を11言語で提供するとともに、国
内の保健医療福祉職にある人たちに、各国の
文化、医療事情を発信しています。

賞金 100万円

ドローンとAIで
マラリア撲滅
SORA Technology株式会社
（代表者 金子洋介さん）

　マラリア撲滅のため、アフリカでドローンと
AI（人工知能）を組み合わせた蚊の駆除事
業に取り組んでいます。実証実験が進み、シエ
ラレオネでは事業化する見込みです。

賞金 100万円

「多文化共生」目指して
外国人市民を支援
NPO法人ABCジャパン
（代表者 安富祖美智江さん）
　外国にルーツを持つ中学生や高校生への学
習支援や進路説明会、その親たちへの日本語
教室などを実施。ルーツが異なる人々がともに
暮らしやすい社会を目指して活動しています。賞金 100万円

苦しい体験から
子育て支援活動
NPO法人子育て応援レストラン
（代表者 若林優子さん）

　ひとり親として苦労
した時、温かい支援
に助けられました。そ
の経験から、困窮す
る子育て世帯に食事
や食材、日用品を提
供。思い出につなが
る無料イベントも開
催しています。賞金 100万円

犬と人が一体となって
社会の安全・安心に貢献
NPO法人北東北捜索犬チーム
（代表者 岩本良二さん）

　東日本大震災を機
に、災害救助犬の育
成に取り組んでいま
す。日本では民間に
よる活動がほとんど
ですが、災害が毎年
多発するなか、訓練
環境の整備が急務だ
と考えています。賞金 100万円

駄菓子屋を居場所に
「地域で子育て」目指す
一般社団法人無限
（代表者 石田慶子さん）

　子どもたちの「行き
つけの場所」づくりに
取り組んでいます。大
人の寄付や協力によ
り、子どもは100円の
「チロル札」で、100
円以上の食事やおや
つを食べることがで
きます。賞金 200万円

コロナ禍、若手医師が結集
地域医療を下支え
一般社団法人KISA2隊
（代表者 守上佳樹さん）

賞金 300万円

　社会的課題となっ
ている「子どもの体
験格差」を解消する
ため、経済的な困難
を抱える家庭や障
害児のいる家庭に、
レジャーや外食、職
業体験などを提供し
ています。参加者の
反応から、学びや体
験の機会の大切さを
再認識しています。

全ての子どもに
かけがえのない体験を
認定NPO法人フローレンス
（代表者 赤坂緑さん）

賞金 300万円

　不登校や経済的
困窮などの問題を抱
えた高校生と、人手
不足に悩む介護福
祉業界をつなぐプロ
グラムを実施してい
ます。資格を得て施
設で働き、進路選択
に必要な収入を得
る仕組みで、高校生
の社会的自立を支
援しています。

悩む高校生と
介護福祉をつなぐ
介拓奨学生プログラム実行委員会
（代表者 毛受芳高さん）

賞金 300万円
　障害のある作家が創作するアート作品を通じ、一人ひ
とりが公平に活動できる社会の実現を目指しています。
これまで国内外の作家約150人と契約し、報酬はこの2年
間で8.7倍に増加しています。

アートを通じて
障害への偏見、差別をなくす
株式会社ヘラルボニー
（代表者 松田崇弥さん〈左〉、松田文登さん〈右〉）

賞金 300万円
　視覚障害者が一人で外出できる誘導システム「あしら
せ」を限定販売しました。単独歩行の不安を解消し、知
らない場所へもスムーズに移動できるように開発したも
のです。一般発売、そして海外展開も進めていきます。

足に振動伝えるシステム開発で
視覚障害者の外出を支援
株式会社Ashirase
（代表者 千野歩さん）

賞金 300万円
　障害者の暮らしを豊かにするため、3Dプリンターを活
用して自助具やリハビリ用具をつくる取り組みを進めてい
ます。個別のニーズに応じた製品が安価につくれます。情
報を共有するプラットフォームも創設しました。

3Dプリンターで
障害者を支援
一般社団法人ICTリハビリテーション研究会
（代表者 林園子さん）

平和・人権の部

絵本と演劇でイラクの紛争を止める
一般社団法人ピースセルプロジェクト
（代表者 髙遠菜穂子さん）

　長く紛争の続いたイラ
クで「報復の連鎖」を断
ち切る教育プログラムに
取り組んでいます。絵本
の読み聞かせや演劇の
手法を取り入れ、若者や
子どもたちを対象に、他
者への想像力や共感力
を育みます。賞金 100万円 賞金 100万円

さまざまな違いを音楽やアートでつなぐ
一般社団法人Get in touch
（代表者 東ちづるさん）

　俳優の東ちづるが代
表となり、音楽や舞台を
通じて誰も排除しない
「まぜこぜの社会」実
現のために活動してい
ます。舞台では、義足や
車いすのプロダンサーら
マイノリティーパフォー
マーが結集します。賞金 200万円

賞金 300万円
　島根県出雲市で耕作放棄地や遊休農地を無償で借り
受け、定住希望のブラジル人に貸し出す事業を展開。生
活が不安定な彼ら彼女らの状況改善を目指しています。
生産した野菜や果物は地元のスーパーで販売しており、
地域交流も深まっています。

ブラジル人の定住と自立を
農業で支援
イズモ・アグロブラジル
（代表者 滝浪実セルジオさん）

ゲノム解析用いた世界初の
サンゴ植え付けで海洋保全
沖縄科学技術大学院大学
OISTサンゴプロジェクト
（代表者 佐藤矩行さん）

賞金 300万円
　インドのスラム街で、レイプの撲滅活動に取り組んで
います。各家庭の女性に防犯ブザーを配布し、音が鳴
ると周囲の人がその場所に駆けつけることで互いに守
り合う仕組みです。女性が安全に暮らせる環境づくり
を支援します。

防犯ブザー使い、コミュニティーの
連帯で性犯罪防ぐ
NPO法人Gawain
（代表者 櫻井昌佳さん）

賞金 3,000万円

コロナ禍で危機感を持った医療介護職が結集して訪問診療
チームを設立。医師会や訪問介護ステーション、調剤薬局など
と垣根を越えて協力し、入院できない患者に入院と同等かそれ
以上の医療介護サービスを提供する活動を続けてきました。
現在、取り組みは21都道府県、約30地域に広がり（2023年11月
時点）、地域医療を下支えする存在になっています。各地の医師
会とも連携し、ノウハウの共有をしています。

環境の部 芸術・スポーツの部

賞金 300万円

賞金 300万円

賞金 1,000万円

心地よい手触りや
優しい器を求めて

　福島・会津で漆器を製作しています。目の不自
由な人の声をデザインに取り入れ、心地よい手触
りや優しいかたちを追求した椀を作りました。自然
と共生し、漆器の持つ価値を次世代につないでい
きます。

漆とロック株式会社
（代表者 貝沼航さん）

あらゆる境遇の子たちに
演劇を届けたい

　難病や障害で劇場に来ることが難しい子どもた
ちのもとへ、演劇などの「劇場空間」を届けていま
す。俳優たちが病院や学校を訪れ、オンラインでも
交流します。難病児や障害児が公演する側に回る
「心魂キッズ団」も結成しています。

NPO法人心魂プロジェクト
（代表者 寺田真実さん〈左〉、
有永美奈子さん〈右〉）

ゲノム情報を活用して、人間活動や気候変動の影響を受
けて絶滅の危機にあるサンゴ礁の保存・再生を目指してい
ます。企業や自治体、漁協関係者と連携しながら、どの場
所にどのような種類のサンゴが生息し、健全なサンゴ礁が
どう保たれているかなどを調べ、最も適した海へのサンゴ
の植え付けを世界で初めて試みています。サンゴ礁は生物
多様性を支える「生物のゆりかご」。子どもたちへ海の保全
につながるSDGs教育もおこなっていきます。

　エチオピア音楽の憂いを帯びた調べは日本の民謡と同じ音階をも
ち、互いにシンクロして一つのメロディーを紡ぎ出します。双方のミュー
ジシャンの交流を促し、他にはないハイレベルな音楽を生み出すプロ
ジェクトです。

1万kmを超えた民謡交流

特別賞
世界選手権の女子やり投げで
日本勢初の金メダル獲得
北口榛花さん（日本航空）

©Getsuriku

賞金 300万円
昨シーズンは、世界選手権で金メダルを獲得し、陸上の世界最高峰の大会であるダ
イヤモンドリーグでも年間チャンピオンになることができました。これからも、自分のや
り投げの「完成形」に向けて、成長し続けていきたいです。今年の夏は、大きな世界大
会も控えています。挑戦者の気持ちで最善の準備をして臨むことはもちろん、現地の
雰囲気も存分に楽しみながら、良い結果を残せたらと思います。

一般社団法人エチオピア・アートクラブ
（代表者 山本純子さん）

教育の部

賞金 300万円

　事業者や個人
が余った食品を入
れ、必要とする人
が自由に持ち出す
「公共冷蔵庫」の
仕組みを採り入れ
て、生活困窮者支
援活動に取り組ん
でいます。ロス削
減で浮いた処理コ
ストで運営を賄っ
ています。

「公共冷蔵庫」で
余剰食品を困窮者に
草加商工会議所青年部
（代表者 桑原信人さん）

賞金 300万円

　食物アレルギー
を持つ家族の存在
をきっかけに、ス
イーツブランド
「ISSA KITCH-
EN TOKYO」を
設立。ホテルやオ
ンラインショップで
展開しています。今
後はアレルギーに
関する研究にも貢
献したいです。

家族のアレルギーを機に
安全・安心な食を提供
株式会社RelieFood
（代表者 加納颯人さん）

農林水産・食の部経済の部

第4回「SDGs岩佐賞」受賞者発表！
目の前の課題に真摯に向き合い、SDGs達成に向けて活動している人たちを応援したい─。そんな思いから、公益財団法人岩佐教育文化財団が2022年に創設したのが「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」（SDGs岩佐賞）です。

第4回の応募総数は582件。厳正な審査を経て、全8部門の受賞者が決定しました。すべての受賞者の活動詳細と喜びのコメントは、朝日新聞SDGs ACTION!に掲載しています。

来月からは、第5回「SDGs岩佐賞」のエントリーが受け付け開始。岩佐教育文化財団はこれからも、SDGs達成のために地道な努力を重ねるみなさんを応援し続けます。

すべての受賞者の活動詳細、受賞コメントは
朝日新聞SDGs ACTION ! で公開中！
https://www.asahi.com/sdgs/brand/iwasasho/

2024年

　受賞された方々、おめでとうございます。

この賞も回数を重ね、受賞者の方々の活躍

を見聞きする機会も増えました。うれしい限

りです。今回、応募方式による選考とは別に

「特別賞」を設け、やり投げの北口榛花選

手に授与しました。誰かの頑張りは、誰かを

元気づけたり励ましたりするはず─。北口

選手は、まさにそれを実践してくれたと思っ

ています。次回も多くの方々のエントリーを

お待ちしています。

岩佐実次

公益財団法人 
岩佐教育文化財団

岩佐 実次代表理事

つなげよう、
地球の未来。
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